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は じ め に
北翔大学 生涯学習システム学部 健康プランニング学科 健康サポートコース水野信太郎
研究室では，主として学外におけるまちづくりに貢献する目的の体験学習を継続してきた。こ
れらは毎年，当学部の学生３年次ゼミ生を中心とした諸君による社会的な活動である。その内
容は日常生活あるいは都市施設を構成する素材などに関わるものであった。
これらの活動は北海道浅井学園大学生涯学習システム学部健康プランニング学科健康環境コー
ス時代から始まり，その後の浅井学園大学同学部同学科時代を経て北翔大学に名称変更した今
日の健康サポートコースに至るまで，休むことなく学外における社会参加の形をとって続けら
れてきた。
それらの具体的な内容は，本稿の主題にも掲げたように「環境素材」に大きな関わりを有す
る体験活動であった。環境素材と称する際には，いくつかの概念が挙げられよう。ひとつには
生活環境あるいは都市環境を構成するエレメントとしての「素材」つまり建材である。
また稀には，上記概念の中に広義においては含まれるものと考えられるが，環境を形づくっ
ている幾多の建築的な構築技術を支える個々の素材を指すこともある。たとえば組積単材によ
る構築物などである。そして全く別で，環境にやさしいエコロジカルな「エコ素材」を意味す
る場合もあろう。上記すべてを整理すると，
Ⅰ．建築，都市，土木分野で使われる建材
Ⅱ．アーチを代表とする構築技術の単一材
Ⅲ．地球環境にやさしいエコロジカル素材
となる。これら全ての意味において共通し，そのうえ優良で安定した環境素材とは「セラミッ
クス」つまり陶磁器などの「焼き物」である。本年度は３年次学生諸君の希望によって，本学
での当ゼミナール最初の陶芸体験学習を計画した。
セラミックス以外も含めて，当研究室にあっては下記のような「素材体験学習」を数年間に
わたって展開してきた。順に列記しておく。
① 博物館の生活用具素材１）
② 日本古来のたたら製鉄２）
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③ 砂が原料のガラス製造３）
④ 煉瓦・ミニ煉瓦アーチ４）
⑤ 室内での木質作品加工５）
である。その上，当研究室では上記５項目に及ぶゼミナール学生の手による体験学習とは別に
筆者単独による学外での「素材体験」生涯学習も実践してきている。たとえば北海道網走市内
における「手づくり煉瓦の製造」と「煉瓦の野焼き」にも関与した経験を持つ。また京都府舞
鶴市での「赤煉瓦探究と探訪」および「煉瓦アーチ積６）」などには１０数年来，毎年参加してい
る。
これまでの陶芸体験
前述の通り，本学の当研究室では今年度が初の陶芸体験学習ではあったけれども，筆者の前
任校では複数回の陶芸体験を繰り返し学習してきた。舞鶴での体験７），そして静岡県内での体
験学習８）である。京都府舞鶴市内での陶芸体験学習は，平成９年５月５日（写真‐１参照）と
同１０年８月２日（写真‐２参照）の２度にわたって，金沢学院大学経営情報学部の学部生たち
と受けている。
そして学年は異なるが，同じく金沢学院大学の第２期入学生の学生たちと静岡県までボラン
ティア活動に出向いた際，「志渡呂（しとろ）焼き」の窯元で陶芸体験を学習した。この体験
学習については中部産業遺産研究会会員・永井唐九郎氏の御紹介があって実現する運びとなっ
た。この時の作品は，本稿の写真‐３の掲げておいた。
さらに本学の生涯学習システム学部健康プランニング学科第１期生たちと一緒に江別市内で
陶芸体験学習も過去においては経験している。それは「生活関連施設見学学習」という，生涯
学習システム学部設置当初の教育方針に沿ったカリキュラムのひとつであった。
その体験学習の趣旨は，衣食住に関連する施設を実際に見学することで健康プランニング学
科の学生諸君に，実社会の一端を学んでもらうことが大きな目的であった。初年度の生活関連
施設見学学習では，江別市陶芸の里セラミックアートセンターを会場として実施した。最初に
同センター２階の研修室において江別市の陶芸と窯業の歴史に関する講義を筆者がした後に，１
階に降りて工房で陶芸体験をするものであった。この施設見学学習は健康プランニング学科の
１学年全員を４班に分けて４日間を費やして実施した。筆者は４回すべての陶芸学習を体験し
ているので，全部で４作品がある。そのうちの２０００年平成１２年１２月２日の作品を，写真－４に
披瀝する。この作品の用途はコーヒー・ドリッパーで、実際に使用している。
陶芸・窯業界との縁
わたくしごとで恐縮であるが，筆者には陶芸との縁が深い。研究者としての筆者を認識して
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いて下さる学界の諸先生方は，筆者を建築用窯業材料の生産史研究者と見ておられる。確かに
筆者はこれまで建築用煉瓦，耐火煉瓦，屋根瓦，タイル，テラコッタ，セメント，板ガラス，
ステンドグラスなど一連の窯業製品の国産化過程を研究し続けてきた。いわばオールド・セラ
ミックスの近世近代史を学んできている。その意味では建築学の研究者というよりは，応用化
学分野の一部を構成する無機材料についての技術史家と見られる向きも強い。
ところが筆者と陶磁器や窯業との縁は，筆者の研究生活がスタートした３０余年前などという
短かい年月よりも遥かに古くまで遡るようである。筆者の姓である水野は近代を迎えた以降に，
その時点での居住地において与えられたものである。その場所は岐阜県の多治見町であった。
当時は土岐郡の多治見村であった。現在の岐阜県多治見市の中心市街地である。
現在でも変わりないが，この土地の主要な産業は陶磁器生産である。筆者の家系にあっても
陶芸との縁は，少なくとも近世期にまで遡って確認することが出来る。当家の初代は俗名が伝
えられていないものの，明暦２年３月３０日に物故した大岳道以禅定門である。明暦２年は西暦
の１６５６年にあたる。このため２００６年平成１８年３月２５日土曜日の午前１１時に愛知県豊川市市田町
の曹洞宗総持寺派の仏寺・青龍山松永寺において，初代没後３５０年忌を挙行した。初代の生年
は不詳であるが，近世初期あるいは戦国末期の平均的な寿命を勘案すれば，おそらく近世筆頭・
江戸幕府開府前後の誕生であったろうと判断される。
当家の二代目・俗名長次・戒名元正禅定門は，寛文１３年９月１３日に他界している。寛文１３年
は西暦１６７３年である。なお筆者は彼らを初代，二代とする十四代目にあたる。さて当家におい
て生業を陶芸・陶器販売としていたことが具体的に伝えられるのは，第八代目の戒名が陵道宜
寶信士で，天保４年６月２０日に没した俗名・権平からである。この人物は成功者であったと幾
度も聞かされている。天保４年とは西暦の１８３３年である。したがって，この時期はすでに幕末
期と呼ぶべき時代である。このような事実から遅くとも１９世紀の初期には当家が美濃焼きの窯
元を営んでいたことになる。以後，美濃という土地を離れない限りは，代々家業として焼き物
を継いできていた。特に十一代水野増九郎（みずの・ますくろう，１８５５．７．１０～１９０３．４．４．）戒
名・實空現成居士は近代を迎えた時期の人物であるが，「真っ黒で，つやのある茶碗を焼いて
事業を盛り上げた」と伝えられている。
ちなみに本年度前半の平成２０年，２００８年６月２１日土曜日夕刻に満９３歳で急逝した十三代克郎
（戒名・克成道念庵主）は，大正４年３月２６日に現在の多治見市内において「松屋」という屋
号の十二代目にあたる窯元夫妻の長男として誕生している。当時の正確な地名は，岐阜県土岐
郡笠原町七百七拾参番ノ壱であった。「松屋」とは，権平の長男である俗名・仙右ヱ門，戒名・
觀叟浄音信士が自分の長男・貞助に「松屋」，次男・京助に「竹屋」，五男・宅右衛門に「梅屋」
という屋号をそれぞれ与えて財産分けをした兄弟同士の家のひとつである。このうち「松屋」
が直系となって今日に至るが，松屋の最初は第十代目である水野貞助，戒名・精法善進居士，
明治８年亥旧８月８日没，行年５６歳が相続して創始した。なお先ほどの第九代・仙右ヱ門は安
政６年未正月２５日に死去する。
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今なお岐阜県多治見市ならびに愛知県瀬戸市一帯で，当家の親戚筋の者が建築用内外装タイ
ルや陶磁器製食器などを生産し続けている。そのなかには「竹屋」と「梅屋」の流れだけでな
く，「松屋」と名乗った以後に松屋から新たに分かれた家も少なくない。松・竹・梅の三家に
分家した以降でも，すでに五代あるいは六代を経ているからである。
なお「水野」という地名は岐阜県側ではなく，愛知県瀬戸市内に存在する。
筆者が研修先で，あるいは旅先において機会あるごとに学生諸君と「陶芸体験学習」を繰り
返してきた狙いは，必ずしも単に筆者の父祖の地との関わりなどからだけではない。実はもう
一点，具体的で現代にも通じる身近な理由がある。昨今は相当に事情が異なってきているもの
の，陶土の多くは地元あるいは極めて近在から調達されるのを基本としてきた。押しなべて重
量が大きく，量もかさむ陶土などを遠隔地から運び続けることは得策でない。むしろ焼き物に
適した土が豊富にある場所に窯を設けた結果が，後の陶磁器産地へと発展していくこととなっ
てきたのである。
そのような背景から焼き物には，それぞれの地方独自の気配が色濃く残されている。土こそ
は大地の文化である。とくに歴史的な窯業産地の場合には，伝統的な素材を保っていることが
社会的に強く期待される傾向がある。そのような意味から，訪ねた土地土地において可能なら
ば陶芸体験を試みることを心がけてきたのである。
今年度の体験学習
この度の陶芸体験学習は都合３日間にわたって，それぞれ実施した。
第１日目 ２００８年平成２０年１０月２６日日曜日午前１０時～１２時 当ゼミ４年卒論生２名
第２日目 ２００８年平成２０年１２月０７日日曜日午前１０時～１２時 当ゼミ３年ゼミ生２名
第３日目 ２００８年平成２０年１２月２１日日曜日午前１０時～１２時 当ゼミ３年ゼミ生２名
上記のうち第２日目の３年ゼミ生と３日目の３年ゼミナール学生は同一人物２名である。だ
から４年生の卒論学生２名は，ただ１日のみの陶芸体験であったが，３年生たちは２日間にわ
たって体験学習を繰り返すことが出来た。
会場は，北海道江別市西野幌１１４－５に所在する江別市セラミックアートセンター１階の陶
芸工房である。この施設にはウイングが工房とは異なるものの，同じく１階に「小森忍記念室」，
「北のやきもの ―現窯―」，「れんが資料室」という名称の展示室が整備されている。
そのアートセンター１階において，４年次学生は各自１作品，３年次学生はそれぞれ２作品
ずつ，筆者は都合３作品，研究室全員としては合計９作品を本年度後学期の半期で手がけたこ
とになる。学生たちから出された希望によって行なった陶芸体験学習ではあったが，筆者にとっ
て見てもさまざまな実験的成形作業を試みる好機を得ることが出来た。来年度以降も，ゼミ生
たちからの希望があれば，地元での陶芸学習体験として組織的なカリキュラムを考案しながら
継続していきたい。
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体験学習者の声
それでは以下に，本年度の体験学習の内容を自分たちで「陶芸」と選択し実施に移した学生
たち自身による体験リポートを原文のまま掲載することとしたい。当研究室３年次学生２名の
体験記を順に採録する。
例年のことであるがリポートの内容は，体験した学生が自身で記述したものを，そのまま採
用するという基本を守っている。ただし年によっては，内容・特に日時の勘違いや標記上の問
題あるいは文字の変換ミス等に関してのみ改めている。しかし本年度は全く手直しをしていな
い。訂正すべき箇所はないと判断されたためである。
陶芸体験を通じて得たこと
小山内 泰 志
私は，１２月７日（日）・２１日（日）に初めて陶芸を体験した。
私の母親が，昔に陶芸教室に通っていたこともあり，一度陶芸を体験したみたいと思っていた。
今回の体験で数年越しの念願が叶った。
陶芸体験は江別市の野幌にある「セラミックアートセンター」で行われている。
１２月７日（日），初めての陶芸体験には，私たちのほかにも親子やおじいさん，おばあさんな
ど幅広い年齢の方々が２０～３０名ほど参加していた。その中でも，水野ゼミである水野信太郎先
生と山崎修平くんと私の３人は誰よりも早く，セラミックアートセンターに到着した。
体験をする前に，約２ヶ月前に作られていた先輩の作品を見ることができた。どれも上手く
出来上がっていたので，「自分は上手く作ることが出来るだろうか」と楽しみな半面，少し緊
張しながら陶芸体験が始まるのをまっていた。
徐々に人が集まっていく中，私はすでに自分が作る作品のイメージを膨らませながら，いつ
でも作業に入れる準備ができていた。
予約していた人たちが全員揃ったのをみて，陶芸の先生たちが作業を開始させた。先生方は，
初めて陶芸を体験する人たちには，実際に湯飲みを作りながら作業の工程を丁寧に教えてくれ
た。
先生は，話しながらも手早く，簡単そうに作業を進めていった。湯飲みを作るにしろ，お茶
碗を作るにしろ，まずは基本の形がある。基本の形はとてもシンプルで一見簡単そうに見える
が，実際にはとても難しく，私と山崎くんは見よう見まねで先生と同じようにやっていったが，
すぐに失敗してしまった。そのため，また最初からやることになった。陶芸の土は，中に空気
が入ってしまうと焼いた時にその空気が膨張して，破裂してしまうことがあるそうだ。そのた
め，一度作ったものはむやみに崩してはいけないそうだ。もしも失敗した場合は，先生に言っ
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て土を練り直してもらわなくてはならない。
一度失敗した私と山崎くんはすぐに先生に土を練り直してもらい，まずは基本の形を目指し，
慎重に作業を進めていった。基本の形ができたら，その形から上にのばしていき，外に広げな
がら徐々に大きくしていく。山崎くんは「ラーメン用のどんぶり」，私は「大きめのお茶碗」を
作っていった。
私たちは完成する直前に，先生に土の量を聞いた。一人だいたい５００グラムの土のため，こ
の量では少し大きめのお茶碗を作るのが限界だと知った。それを知らずに私たちは，器を大き
くしすぎてしまい，底のほうから徐々に下に落ち始めていっていた。私のお茶碗はまだ自分で
なおせる範囲の被害にとどまったが，山崎くんは先生になおしてもらわないとならないくらい
になっていた。
こうして私たち２人は，どうにか完成させることができた。
自分たちの作品が完成し一息ついていた私たちは，水野先生に声をかけられた。水野先生は，
湯飲みやお茶碗などではなく，「家」を作っていた。水野先生に私たちは，「かんばんといす」
を作るのを手伝ってほしいと頼まれたので，２人で作り始めた。この時すでに，周りの大半の
人たちが片づけを終えて帰り始めていた。水野先生の作品が完成した頃は，だれも残っておら
ず，結局私たちは１番最初に来て，１番最後までいたのである。
この日の陶芸体験で得たことは，以下の４点であった。
・陶芸は見ためよりも難しいということ
・陶芸の土のこと
・陶芸は勝負だということ
・水野先生の作品は時間がかかるので，注意が必要だということ
１２月２１日（日），２回目の陶芸体験を行った。この日は，前回よりも体験者が多かった。今
回私は，湯飲みを２つ作ろうと考えていた。湯飲みなら簡単そうだと思い，クオリティを高め
たものにしていこうと思いながら作業を進めていたが，予想以上に時間がかかってしまった。
しかも，乾燥させる工程で乾燥させすぎてしまったために，２つ目を作る時間が短くなってし
まい，２つ目はすごく手の抜いた作品になってしまった。
この日，水野先生は小学校を作っていたが，私はそれよりも時間がかかってしまい，みんな
に迷惑をかけてしまった。
今回の陶芸体験は，前回の反省を生かしながら作業を進めることが出来たので，大きな失敗
もなく終えることが出来た。
この日の陶芸体験で得たことは，以下の２点であった。
・全体の時間配分を考えながら作業を行うこと
・自分だけのことを考えるのではなく，周りのことも考えながら行動すること
９０ 水野：健康系学生の環境素材体験学習
以上，２回の陶芸体験を経験することで様々なことを知ることが出来た。機会があれば，ま
たやってみたいと思ったので，時間をみつけて友達や家族を誘って行きたいと思う。
１月の下旬に私たちの作品が出来上がる予定だ。最終的にどんな作品に仕上がっているのか，
それまでとても待ち遠しい。
今回，２度も陶芸体験をすることが出来て，本当によかった。
陶芸体験に参加して
生涯学習システム学部 健康プランニング学科 ３年Ｄ組 山 崎 修 平
１２月７日，２１日に江別市にあるセラミックアートセンターというところで，陶芸教室が行わ
れていた。それは初心者を対象に粘土５００グラムを使い，手ひねりまたは板づくりで自分の好
きなものを制作するというものであった。私たち水野ゼミは，授業の一環としてこれに参加し
た。
陶芸体験一回目の７日，私たちは大学の正門に朝９時半に集まり，水野先生の車でセラミッ
クアートセンターまで向かった。私は陶芸をやったことがなくて，イメージではよくテレビな
どに出ていて，電動ろくろで茶碗や壺などを作っているイメージしか浮かんでこなかった。そ
のため「電動ろくろで作れる！」と思い込んで，何を作ってやろうかと頭のなかはいっぱいで
ワクワクしていた。
セラミックアートセンターに着き教室に入ると，机には粘土と雑巾と色々な道具と手動で回
すろくろが置いてあった。一人一台当たるわけないか，と思いながらワクワクは一瞬にして頭
から消え去った。気持ちを切り替え，陶芸の先生の作り方の話を聞いた。
いよいよ作る工程に入り，作るものはラーメンどんぶりに決めた。何故かというと，自分の
家のラーメンどんぶりを一枚割ってしまったのでその代わりである。粘土に触るのは小学校以
来で懐かしい感じがした。小学校で作っていた粘土の工作より陶芸というのは格段に難しく，
一番に粘土はとても繊細で扱いが大変だということだった。すこしでも乾燥してヒビが入ると
焼くときに割れてしまうし，粘土の中に空気が入ると焼くときに膨張して破裂してしまう恐れ
があるからだ。
ヒビなどに注意しながら，手でろくろを回して口を広げていき，ラーメンどんぶりの形に近
づきつつあった。しかし広げた部分がどんどん落ちてきて，自分ではどうすることもできない
状態になって，ほとんど先生に手助けしてもらいなんとか完成した。完成した茶碗は粘土が足
りず，ラーメンどんぶりより二周りくらい小さくてお茶漬けを食べるくらいにはちょうどいい
大きさだった。
色々失敗はしたが小学生の時のように楽しめたし，とてもいい陶芸初体験であった。
２回目の陶芸体験では，今度こそラーメンどんぶりを作ろうと使う粘土を１キロにして挑戦
した。最初は途中まで１回目と同じように進めていき，口を広げるところまできた。今度は失
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敗しまいと頑張ったが自分はセンスがないらしく，結局また先生に手助けしてもらった。２回
目のラーメンどんぶり作りは，それらしい器が出来て満足した。作ったどんぶりは出来上がり
まで，乾燥と焼くので１ヶ月かかると先生は言っていた。２枚とも割れないで上手く焼けてい
ればいいなと心の底から思った。
２回の陶芸体験を終えて，作業をしている時の時間の進む早さはあっという間で，小学生み
たいに夢中になれてとても生き生きしていたし楽しかった。次は是非電動ろくろで作りたいな
と思った。
とにかく今は自分で作ったどんぶりでラーメンを食べるのが楽しみだ。
む す び
以上，記述してきたように当研究室の３年次「専門演習Ⅱ」での体験学習としては初めて，
本年度後学期において「陶芸体験学習」を実施した。初年度ではあるものの，思いのほか充実
したリポートを得ることが出来た。半面，現時点で筆者としての反省点がある。それは「木工
体験学習」や「アーチ積体験学習」などのように，炎を用いて物を焼き上げることのない体験
学習では生じ得ない反省内容であった。それでいて「たたら製鉄」や「砂からガラス」など火
を使った体験学習を既に経験している筆者や歴代の学生諸君にあっても，問題とはならなかっ
た点である。
「陶芸体験学習」に固有の反省点とは，学生自身による体験レポートには「造形」段階まで
の体験内容までしか記録されていないという点である。陶器作品は成形した段階から，乾燥を
終えると１割前後収縮する。そして焼き上げると乾燥済みの大きさと比べても，さらに１割ほ
ど縮まる。陶器よりも吸水率が小さい磁器などでも，程度の差こそあるものの「焼き締まる」
のが，焼き物の性質である。「陶芸体験学習」では，その日のうちに結果つまり「縮み具合」が
出ることはないという特性がある。
したがって本稿において初めて気付いた反省項目とは，陶芸体験学習のリポートにあっては
「土ねり編」のみならず「焼き上がり編」のリポートも必要だという点であった。まだ自分の
完成作品を目にする前の思いと，焼きあがった完成品を前にしての正直な感想の両方を，１編
のリポート上にまとめて所載すべきという配慮が欠けていた。このように万事不明な筆者には
事前に先回りをしておくだけの基本的な計画性が落ちていた。次報以降に機会を待ちたい。
末尾になってしまったが，本稿の内容を実施しまとめるに際して御指導ならびに御力添えを
賜った方々に，衷心より感謝の意を表するものである。本学学生の体験学習だけでも既に５年
以上もの月日が経過している。皆様方に本紙面をもって謝辞を申し上げる次第である。
とりわけ本稿で詳述した陶芸関連の体験学習に関しては，江別市陶芸の里セラミックアート
センター関係各位に，ひとかたならぬ御指導ご鞭撻を頂戴した。現在のセラミックアートセン
ター長である石垣秀人氏には，氏がセンター長となられる以前から折につけて有形無形の御尽
９４ 水野：健康系学生の環境素材体験学習
力を頂いてきている。今後とも旧倍のお力添えを，当体験学習カリキュラムに対して頂戴いた
したい。
本文中で紹介した静岡県の志渡呂焼きに関しては，地元である静岡県御出身の永井唐九郎氏
に特段のセッティングをお願いしてしまった。感謝申し上げる次第である。遅ればせながら今
回，東海道五十三次のうち，静岡の『鞠子宿』の制作を思い立ったのも，わずかばかりの感謝
の思いからであった。写真－２２を御笑覧いただきたい。
加えて，この紙面を拝借して報告をした上で，改めて依頼しておきたいことがある。
冒頭で紹介した生涯学習システム学部健康プランニング学科は，今春２００９年（平成２１年）４
月１日から北翔大学の新学部である生涯スポーツ学部の唯一の学科となるスポーツ教育学科へ
と発展的に移ることとなった。この新学部開設と新学部への改組に伴って，従来の健康サポー
トコース住生活研究室の主要研究テーマは，
「スポーツ建築の歴史研究」 ならびに
「体育施設のマネジメント」 へと
年次を追って，徐々にシフトしていくこととなる。体育館，競泳プール，球技用のグラウン
ドやコート，スキー場，スケートリンクそしてモータースポーツ会場などに関する建築史およ
びそれらの各施設に関する管理・運営に関わる研究である。本学の学習・研究活動と共に，水
野研究室に対しても，格段の御理解と御協力を願い上げる次第である。
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